
(2020年9月時点) 常勤医師数(人) 

産婦人科医師数  28 

麻酔科医師数 40 

合計 68 

①勤務医師数 

②分娩取り扱い実績 
2017年 2018年 2019年 

分娩件数 (件) 458 494 462 

非無痛分娩件数 (件) 270 302 290 

無痛分娩件数 (件) 11 8 11 

帝王切開分娩件数 (件) 177 184 161 

③無痛分娩に関する対応方針とマニュアル等の整備状況 

ⅰ. 妊産婦の本人希望による無痛分娩の受け入れの有無 
当院では、医学的適応を有する妊産婦のみならず、本人希望による無痛
分娩も実施しています。ただし、医学的な理由により、無痛分娩ができ
ないと判断される場合もあります。 
 
ⅱ．無痛分娩の導入対象 
当院での無痛分娩は、原則として前もって予定した上で、計画分娩時、
自然陣痛発来後のどちらであっても常時対応しています。前もって予定
していなかった場合には原則として施行はしていません。また無痛分娩
を予定していても、分娩の進行が急速な場合や、医学的な理由により無
痛分娩の施行ができない事もあります。 
 
ⅲ. 鎮痛の方法 
当院での無痛分娩の方法は硬膜外麻酔を実施しております。 
 
ⅳ. 無痛分娩に関する標準的な説明文書 
無痛分娩を行う際や希望される際は、無痛分娩を行う事による利益と不
利益について十分に理解していただいた上で、以下のような文書同意を
取得して行っています。 
 
 
ⅴ. 無痛分娩マニュアル 
当院では、以下のような無痛分娩マニュアルを用いて無痛分娩を実施し
ています。 
 
 
ⅵ. 無痛分娩看護マニュアル 
当院では、以下のような無痛分娩看護マニュアルを用いて無痛分娩を実
施しています。 
 
 



④無痛分娩に関する設備及び医療機器の配備状況 
産科用手術室 分娩室 

ⅰ麻酔器 ○ ○ 

ⅱ除細動またはAED ○ ○ 

ⅲ母体用生体モニター 

心電図 ○ ○ 

非観血的自動血圧計 ○ ○ 

パルスオキシメーター ○ ○ 

ⅳ蘇生用設備・機器 

酸素配管または酸素ボンベ ○ ○ 

酸素流量計 ○ ○ 

バッグバルブマスク ○ ○ 

マスク ○ ○ 

喉頭鏡 ○ ○ 

気管チューブ ○ ○ 

スタイレット ○ ○ 

経口エアウェイ ○ ○ 

吸引装置 ○ ○ 

吸引カテーテル ○ ○ 

ⅴ緊急対応用薬剤 

アドレナリン ○ ○ 

硫酸アトロピン ○ ○ 

エフェドリン ○ ○ 

フェニレフリン ○ ○ 

静注用キシロカイン ○ ○ 

ジアゼパム ○ ○ 

チオペンタール又はプロポフォール ○ 

スキサメトニウム又はロクロニウム ○ 

スガマデックス ○ 

硫酸マグネシウム ○ ○ 

静注用脂肪乳剤 ○ 

乳酸加(酢酸加、重炭酸加)リンゲル液 ○ ○ 

生理食塩水 ○ ○ 



⑤急変時の体制 

１）母体の救急蘇生 

＜対応する医師＞ 

産科医、麻酔科医、集中治療医及び必要に応じて他の診療科医と連携し
対応する。 

２）新生児の救急蘇生 

＜対応する医師＞ 

新生児科医、小児科医、麻酔科医と連携して対応する。 

⑥危機対応シミュレーションの実施の有無 

実施有 

⑦無痛分娩麻酔管理者について 

＜無痛分娩管理者＞ 

• 氏名 藤田太輔 

• 専門医 産婦人科専門医、周産期新生児学会専門医、遺伝専門医、
超音波専門医 

• 麻酔科研修及び麻酔実施歴 

ⅰ無痛分娩実施歴 

施設： 

期間： 

症例数： 

ⅱ麻酔科研修歴 

施設： 

期間： 

症例数： 

ⅲ麻酔実施歴 

施設： 

期間： 

症例数： 

• 講習会受講歴 

 

 

 



⑧麻酔担当医について 

＜麻酔担当医＞ 

• 氏名 城戸 晴規（麻酔科） 

• 勤務形態 常勤 

• 専門医 日本麻酔科学会専門医、日本ペインクリニック学会専門医 

• 麻酔科研修及び麻酔実施歴 

ⅰ無痛分娩実施歴 

施設： 

期間： 

症例数： 

ⅱ麻酔科研修歴 

施設： 

期間： 

症例数： 

ⅲ麻酔実施歴 

施設： 

期間： 

症例数： 

• 講習会受講歴 

⑨無痛分娩に関わる助産師・看護師について 

ⅰ無痛分娩研修終了助産師数 ７名 

ⅱ無痛分娩研修終了看護師数  

ⅲ看護師、助産師の中でのNCPR資格保有者数 34名 

ⅳ看護師、助産師の中での「救急蘇生コース」の受講歴を有する者の人
数 18名 

⑩日本産婦人科医会偶発事例報告・妊産婦死亡報告事業
への参画状況 

ⅰ日本産婦人科医会偶発事例報告への参画有 最終報告日 

ⅱ妊産婦死亡報告事業への参画有 

⑪ウェブサイトの更新日時 

 

 

 

 

 


